
情報掲示板Information

宮
原
真
紀
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ

ル●
日
時
＝
３
月
１
日
（
日
）　

14
時
～

●
入
場
料
＝
１
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
を
支

援
す
る
会

☎
０
９
９
４-

43-

０
８
６
７

鳥
羽
一
郎
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
３
月
11
日
（
水
）　

14
時
～
・
18
時
～

●
入
場
料

　

Ｓ
席
＝
５
，
０
０
０
円

　

Ａ
席
＝
４
，
５
０
０
円

　

Ｂ
席
＝
４
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

鈴
木
企
画

☎
０
９
９-

２
５
８-

６
３
６
０

千
昌
夫
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
３
月
20
日
（
金
）　

18
時
30
分
～

●
入
場
料
＝
５
，
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｍ
Ｉ
Ｎ-

Ｏ
Ｎ
鹿
屋

☎
０
９
９
４-

32-

０
６
２
２

映
画
「
Ｋ-

20　

怪
人
二
十

面
相
・
伝
」 

●
上
映
期
間
＝
２
月
21
日（
土
）

～
３
月
13
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
３
７
分
）

　

①
10
時
～　

②
13
時
～

　

③
16
時
～　

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
時
間
、
鑑
賞
料
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４-

35-

１
０
０
１

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
と
は
、
全
身
に
血
液
を

送
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
心

室
細
動
な
ど
の
心
停
止
状
態
に

陥
っ
た
患
者
に
装
着
し
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
働

き
を
正
常
な
状
態
に
戻
す
医
療

機
器
で
す
。
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
え
ば
簡
単
な
操
作
で
使
用

可
能
な
た
め
、
一
般
の
人
に
も

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し

出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
対
象
イ
ベ
ン
ト
等
＝
市
内
で

開
催
し
、
市
民
を
含
む
概
ね

10
人
以
上
が
参
加
す
る
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
祭
典
、
式
典
、
講

習
会　

な
ど

●
貸
出
要
件
＝
医
師
・
看
護
師

等
の
医
療
従
事
者
及
び
消
防

士
若
し
く
は
消
防
署
等
に
よ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
必
要
な

講
習
等
を
修
了
し
て
い
る
人

を
配
置
す
る
こ
と

●
貸
出
期
間
＝
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
期
間
及
び
そ
の
前
後
で
最

長
７
日
間

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

う
つ
病
予
防
講
演
会
を
開

催
　

心
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
３
月
５
日
（
木
）　

14
時
～
15
時

※
受
付
は
13
時
30
分
～

●
場
所
＝
串
良
公
民
館

●
内
容

　

演
題
＝
う
つ
病
予
防
に
つ
い

て

　

講
師
＝
楯
林 

義
寛 
氏

　
　

（
桜
ヶ
丘
病
院
院
長
）

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

敬
愛
園
で
長
崎
文
化
交
流

会
が
開
催

　

長
崎
県
か
ら
文
化
交
流
の
た

め
に
、
龍じ

ゃ

踊お
ど

り
な
ど
を
実
演
す

る
訪
問
団
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
３
月
８
日
（
日
）　

13
時
～
14
時
30
分

●
場
所
＝
敬
愛
園
公
会
堂

●
内
容
＝
龍
踊
り
、
長
崎
で
活

動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
に
よ
る
演
奏
、
舞
踊

（
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】

星
塚
敬
愛
園

☎
０
９
９
４-

49-

２
５
０
０

第
15
回
鹿
屋
市
民
合
唱
団
定
期

演
奏
会

●
日
時
＝
２
月
22
日
（
日
）　

14
時
～

●
入
場
料

　

一
般　
　
　

＝
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
＝
３
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

鹿
屋
市
民
合
唱
団

☎
０
９
９
４-

41-

０
２
７
７

寿
北
小
学
校
合
唱
部
・
吹
奏
楽

部
第
25
回
定
期
演
奏
会

●
日
時
＝
２
月
28
日
（
土
）　

13
時
30
分
～

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

寿
北
小
学
校

☎
０
９
９
４-

44-

５
７
４
８

文
化
会
館
の
催
し

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４─

43─

９
３
８
０

ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全
集
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
条
民
雄
著

人
間
の
覚
悟　
　
　
　

五
木
寛
之
著

女
の
庭　
　
　
　
　

鹿
島
田
真
希
著

水
族　
　
　
　
　
　
　

星
野
智
幸
著

死
ん
だ
ら
何
を
書
い
て
も
い
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
朔
美
著

光
の
し
っ
ぽ　
　
　
　

宇
宿
一
成
著

華
族
た
ち
の
昭
和
史　

保
坂
正
康
著

朝
ご
は
ん
の
献
立　
　

飯
島
奈
美
著

オ
バ
マ
（yes w

e can!

）

　
　
　

ロ
バ
ー
タ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
著

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
吾
平

振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４─

58─

６
０
３
６

告
白　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え
著

気
を
つ
け
、
礼　
　
　
　

重
松
清
著

み
ゅ
う
の
足
（
あ
ん
よ
）
パ
パ
に

あ
げ
る　
　
　
　
　
　

山
口
隼
人
著

図
書
の
案
内
東
大
合
格
生
の
ノ
ー
ト
は
か
な
ら
ず

美
し
い　
　
　
　
　
　

太
田
あ
や
著

戦
場
の
聴
診
器　
　
　

中
田
整
一
著

お
で
ん
お
ん
せ
ん　

山
田
ゆ
み
子
著

こ
ぐ
ま
の
チ
ョ
ウ
ス
ケ　

劉
郷
英
著

び
っ
く
り
ビ
ッ
ク　

ふ
せ
わ
か
こ
著

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

図
書
室

☎
０
９
９─

４
８
６─

０
５
０
５

か
ら
だ
に
お
い
し
い
野
菜
の
便
利
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
木
利
隆
著

１
分
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
史
榔
著

そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
山
三
郎
著

佐
賀
北
の
夏　
　
　
　
　

中
村
計
著

成
人
式
は
二
度
終
え
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

エ
ド
・
は
る
み
著

折
れ
な
い
心
の
作
り
方　

齋
藤
孝
著

お
し
ゃ
べ
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ
著

ふ
っ
て
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

も
と
し
た
い
づ
み
著

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４─

63─

２
６
２
３

あ
き
ら
め
な
い　
　
　
　

鎌
田
實
著

平
等
ゲ
ー
ム　
　
　
　
　

桂
望
実
著

ひ
ゃ
く
は
ち　
　
　
　

早
見
和
真
著

愛
と
ロ
マ
ン
の
砦　
　

尾
木
直
樹
著

ミ
ッ
ケ
・
か
く
れ
ん
ぼ
絵
本

　
　
　
　

ジ
ー
ン･

マ
ル
ゾ
ー
ロ
著

ご
く
ら
く
ね
こ　
　

内
田
麟
太
郎
著

か
わ
い
い
お
ば
け
ゴ
ロ
の
冒
険

　
　

ブ
リ
ッ
タ･

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
著

大
地
か
ら
の
祈
り　
　

植
村
紀
子
著

凛
と
し
た
「
女
性
の
基
礎
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
東
眞
理
子
著

１月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区 めす 137 275,029 666,000 71,000 262
去勢 199 371,462 576,000 30,000 300

吾平地区 めす 39 283,538 551,000 129,000 269
去勢 47 398,745 587,000 202,000 302

串良地区 めす 183 286,536 583,000 59,000 253
去勢 245 370,502 609,000 30,000 281

輝北地区
めす 110 296,736 708,000 107,000 265
去勢 103 409,748 671,000 69,000 299

「定額給付金の給付をよそおっ
た詐欺」にご注意ください

【問い合わせ】　市定額給付金支給推進室（７階）
　　　　　　　☎ 0994-43-2111　内線 3706

　定額給付金の給付に関することについて、現
時点で、市や国などから市民の皆さんへ次のよ
うなお願いをすることは絶対にありません。
○ ATM の操作をお願いすること
○給付のために手数料などの振り込みを求める

こと
○世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を

照会すること

住民登録は必ず行ってください
　住民登録は、各種行政サービスの基礎となります
ので必ず行ってください。住民登録を行っても、家
庭内暴力（DV）の被害者等は、住民基本台帳の閲
覧等を制限することができます。

○ DV 被害者は、市に申し出ることによって、加害
者に対し住民基本台帳の一部の写しの閲覧等や住
民票の写しの交付を制限することができます。

○ DV 被害者は、転出先で住民登録を行っても、市
に申し出ることによって、転出先の住所等が明ら
かになることはありません。

【問い合わせ】
　市民課（１階①番窓口）☎ 0994-31-1114

　定額給付金に関する電話がかかってきたり郵便
が届いたら、すぐにご連絡ください。

DVの被害にあったら、まずご相談ください。
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